
時
間
の
講
座
で
お
伝
え
す
る
内
容
を
２
時
間
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
版
で
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
、
具
体
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
校
の
保
護
者
・
職
員
以
外
に
も
多
く
の
参
加
が
あ
り
、

日

の
１
校
時
に
、
初
任
者
の
下
地
三
保
子
先
生
が
、

23

(金)

総
勢

人
余
で
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

１
年
１
組
で
社
会
科
「
大
陸
の
影
響
を
受
け
た
天
平
文
化
」

60

の
研
究
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
「
奈
良
時
代
に
栄
え
た
文
化

の
特
徴
や
宗
教
に
つ
い
て
理
解
す
る
」
の
が
目
標
で
す
。
教

科
書
や
資
料
集
か
ら
大
仏
が
作
ら
れ
た
時
代
の
文
化
や
宗
教

に
つ
い
て
調
べ
、
有
名
な
僧
を
通
し
て
日
本
の
様
子
に
つ
い

て
考
え
る
の
が
、
グ
ル
ー
プ
課
題
で
す
。
写
真
の
よ
う
に
身

を
寄
せ
合
っ
て
学
び
合
う
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

日

の
午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
の
２
時
間
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

21

(水)

家
庭
教
育
部
主
催
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
、
香
川
芳
美
氏
（
オ
ッ
ジ
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ
ッ
ト

家
庭
教
育
部
が
、
活
発
に
活
動
し
て
い
ま

子
育
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
）
で
、
演
題
は
、「
コ
モ
ン
セ
ン

す
。

回
の
朝
の
「
読
み
語
り
」
の
コ
ー
デ

15

ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
～
も
う
怒
ら
な

ィ
ネ
ー
ト
、
今
回
の
講
演
会
や
「
高
校
生
に

い
！
叩
か
な
い
！
効
果
的
な
し
つ
け
方
法
～
」
で
し
た
。

聞
い
て
み
よ
う
！
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
」
２

「
今
日
も
怒
鳴
っ
て
し
ま
っ
た
…
」「
ど
う
し
て
言
う
こ
と

回
の
企
画
・
運
営
な
ど
、
ス
ゴ
イ
活
躍
で
、
感
謝
・
感
激
で

ど

な

を
聞
い
て
く
れ
な
い
の
？
」
子
育
て
に
イ
ラ
イ
ラ
は
つ
き
も

す
。
い
つ
も
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

の
で
す
。
手
や
大
声
が
出
て
し
ま
う
強
制
的
な
し
つ
け
を
し

て
し
ま
う
の
は
、
他
の
方
法
を
知
ら
な
い
だ
け
！
と
言
わ
れ

ま
す
。
怒
る
回
数
を
減
ら
し
、
家
族
で
笑
っ
て
過
ご
せ
る
「
し

つ
け
」
に
効
果
的
な
の
が
、
コ
モ
ン
セ
ン
ス
・
ペ
ア
レ
ン
テ

ィ
ン
グ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
す
。
通
常
な
ら
ば
、
７
回×

２

初
任
研

研
究
授
業

第 ５ １ 号

東 江 中 学 校

校長 神元 勉

家
庭
教
育
部
主
催
・
講
演
会

『ボーイズタウン コモンセンス

ペアレンティング』 とは
アメリカネブラスカ州の子どもを専門とするNPO｢BO

YSTOWN｣(ファミリーホームの集合体)が開発した子ど

もの養育技術，親と子の絆を深め，子どもを効果的に

しつけるプログラムです。コモンセンスペアレンティング

が目指すところは，６つの具体的な援助法を使うことに

より，大人と子どもが信頼関係を結びながら，子どもが

愛される力，社会で生きていくために必要な力，人との

良好な関わり方を身につけていくことにあります。

｢BOYSTOWN｣は，私たち大人がどのようにすれば，

心豊かで社会性豊かな子どもを育てることが出来るか

を100年近い実践の中で，その方法と効果について分

析し，まとめています。

｢

高
校
生
に
聞
い
て
み
よ
う
！
エ
ン
ジ
ョ
イ
ラ
イ
フ
第
２
弾｣

■
日

時

９
月

日

午
後
１
時

分
～
１
時

分

26

(月)

25

40

■
場

所

図
書
館

■
高
校
生

仲
村
渠
夕
紀
（
名
護
高
校
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
科
）

運
天

利
奈
（
名
護
高
校
普
通
科
）
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